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北
海
道
財
務
局
調
査
に
よ
る
「
課
題
解
決
に
資
す
る
特
徴
的
な
設
備
投
資
」
に
つ
い
て
～
紹
介
事
例
①
～

「8
0歳

ま
で
現
役
」を
目
指
しロ

ボ
ット
牛
舎
を
導
入

（
株
）
m
os
ir
/小

林
牧
場

（
本

社
）
北
海
道
野
付
郡
別
海
町

（
資
本
金
）
3百

万
円

（
従
業
員
数
）
3名

（
業

種
）
畜
産
農
業
（
酪
農
業
）

（
企
業
概
要
）
生
乳
生
産

・1
93
2年

別
海
町
に
入
植

・2
01
6年

法
人
化

・飼
養
頭
数

経
産
牛
10
0頭

/育
成
牛
12
0頭

も
とも
と町

外
で
就
職
して

い
た
とこ
ろ
、諸

事
情
か
ら、
父
親
が
経
営
して

い
た
「小

林
牧

場
」（

別
海
町
で
は
一
般
的
な
「家

族
経
営
」形

態
）
の
後
継
者
とな

る
。

酪
農
作
業
中
に
、離

農
を
覚
悟
す
る
ほ
どの

大
き
な
ケ
ガ
（
ぎ
っく
り腰

）
を
経
験
。こ
の

先
も
酪
農
を
続
け
る
こと
に
不
安
を
覚
え
る
。

一
方
で
、1
93
2年

に
祖
先
が
入
植
した

別
海
町
の
地
で
、「
小
林
牧
場
」を
少
しで

も
長

く営
み
、1
00
年
超
の
「老

舗
」牧

場
の
仲
間
入
りを
させ

た
い
との

思
い
も
。

背
景

体
力
的
な
負
担
は
減
らし
つ
つ
、規

模
拡
大
が
可
能
で
あ
る
こと
か
ら、
機
械
導
入
に
よ
る

省
労
働
力
化
を
模
索
し、
牛
舎
全
体
を
機
械
化
す
る
こと
を
決
断
。

牛
が
好
き
な
時
に
食
べ
て
、好

き
な
時
に
寝
て
、好

き
な
時
に
乳
を
搾
って
、好

き
な
時
に

散
歩
す
る
とい

った
生
育
ス
タイ
ル
を
志
向
し、
フリ
ー
ス
トー

ル
（
牛
が
自
由
に
歩
き
回
れ

る
）
牛
舎
に
よ
る
機
械
化
を
選
択
。

20
16
年
度
に
、計

2億
80
00
万
円
を
か
け
て
機
械
化
され

た
新
牛
舎
を
建
設
。

新
牛
舎
は
、換

気
や
照
明
が
自
動
で
管
理
され

て
い
る
ほ
か
、２

基
の
搾
乳
ロボ

ット
を

設
置
。

牛
一
頭
一
頭
に
セ
ンサ

ー
が
取
り付

け
られ

、個
体
ご
との

健
康
状
態
が
デ
ー
タ化

され
PC
で
定
量
的
に
管
理
。

取
組

搾
乳
作
業
が
効
率
化
され

、年
間
1,
00
0ｔ

の
生
乳
生
産
量
を
達
成
（
機
械
化
前
と

比
較
して

お
よ
そ1
.5
倍
の
生
産
量
）
。

加
齢
に
よ
る
体
力
の
衰
え
に
対
す
る
不
安
が
解
消
され

、永
続
的
な
牧
場
経
営
に
目

途
。

無
休
状
態
（
毎
日
必
ず
朝
夕
の
2回

搾
乳
が
必
要
）
で
あ
った
酪
農
経
営
が
、休

暇
取
得
も
可
能
に
（
作
業
負
担
が
軽
減
した

た
め
、酪

農
ヘ
ル
パ
ー
に
頼
み
易
くな
った
こと

も
時
間
的
余
裕
が
で
き
た
要
因
の
一
つ
）
。

放
牧
地
と牛

舎
を
連
結
させ

、そ
こで

も
牛
を
自
由
に
行
動
させ

る
こと
で
、よ
り自

然
な
環
境

（
ス
トレ

ス
や
病
気
の
軽
減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
）
で
の
育
成
を
目
指
す
。

現
在
の
経
営
に
目
途
が
立
て
ば
、牛

舎
の
増
築
も
視
野
に
。

他
方
、更

な
る
投
資
に
は
資
金
調
達
の
問
題
が
生
じる

た
め
、生

乳
相
場
等
の
外
部
環
境
を

踏
ま
え
た
現
実
的
な
収
益
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
を
前
提
とし
た
計
画
が
必
要
。

今
後
の
展
開
、課

題

多
くの
作
業
（
給
餌
、搾

乳
、換

気
、温

度
管
理
）
が
自
動
化
され

て
お
り、
作
業
員
は

個
体
（
乳
牛
）
の
健
康
管
理
等
に
専
念
。

機
械
化

省
力
化

自
動
給
餌
機

自
動
換
気
シ
ス
テ
ム

モ
シ

リ

小
林
晴
香
氏
（
取
締
役
）

機
械
化
前
：
つ
な
ぎ
牛
舎

機
械
化
後
：
フリ
ー
ス
トー

ル
牛
舎

別
海
町
で
は
、町

を
挙
げ
て
新
規
就
農
や
収
益
向
上
支
援
を
展
開
して

お
り、
20
14
年
度
か
ら

始
ま
った
畜
産
クラ
ス
ター

事
業
※
の
活
用
に
よ
り、
生
乳
生
産
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

※
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、
畜
産
農
家
と
地
域
の
畜
産
関
係
者
が
ク
ラ
ス
タ
ー
（
ぶ
ど
う
の
房
）
の
よ
う
に
、
一
体
的
に
結
集
す
る

こ
と
で
、
畜
産
の
収
益
性
を
地
域
全
体
で
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
（
農
林
水
産
省
施
策
で
補
助
率
は

1/
2）
。

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

成
果

10
10

9

10
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05101520253035
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0
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0
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0

72
0
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76
0

20
12
年

20
13
年

20
14
年

20
15
年

20
16
年

20
17
年

20
18
年

生
産
者
戸
数
の
推
移
と
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
状
況
（
別
海
町
）

生
産
者
戸
数
（
左
軸
）

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
戸
数
（
年
度
・
右
軸
）

出
典
：
根
室
振
興
局
、
別
海
町
資
料
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8
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4
7
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4
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4
7
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9
8

9
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0

1
0
1

1
0
2

1
0
3

1
0
4

1
0
5

1
0
6

1
0
7

1
0
8

4
4
5

4
5
0

4
5
5

4
6
0

4
6
5

4
7
0

4
7
5

4
8
0

4
8
5

4
9
0

4
9
5

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

2
0
1
5
年

2
0
1
6
年

2
0
1
7
年

2
0
1
8
年

生
乳
生
産
量
と
乳
用
牛
の
頭
数
（
別
海
町
）

生
乳
生
産
量
（
ｔ・
左
軸
）

頭
数
（
千
頭
・
右
軸
）

出
典
：
別
海
町
資
料
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物
流
主
導
の
需
要
創
出
・地

域
創
生
の
実
現
に
向
け
て

～
北
海
道
内
最
大
級
の
温
度
管
理
型
冷
凍
冷
蔵
庫
の
建
設
～

北
海
道
ク
ー
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィク
ス
プ
レ
イ
ス
（
株
）

（
本

社
）
北
海
道
苫
小
牧
市

（
資
本
金
）
4.
6億

円
（
業

種
）
不
動
産
賃
貸
業

（
企

業
概

要
）

苫
小

牧
東

港
に
道

内
最

大
級

の
冷

凍
冷

蔵
庫

建
設

の
た

め
、

苫
小

牧
埠

頭
㈱

、
㈱

日
本

政
策

投
資

銀
行

、
日

本
通

運
㈱

、
北

海
道

空
港

㈱
、

ホ
ク

レ
ン

農
業

協
同

組
合

連
合

会
に

よ
る

特
別

目
的

会
社

（
S
P
C
）

北
海
道
の
食
産
業
の
成
長
、輸

出
拡
大
を図

る
に
は
、産

地
型
と流

通
型
が
中
心

で
あ
る
既
存
の
道
内
物
流
を補

完
す
る
新
た
な
物
流
モデ

ル
が
必
要
。

具
体
的
に
は
、出

荷
の
平
準
化
、食

品
加
工
業
の
育
成
、道

内
産
品
の
混
載
・共

同
化
、空

港
と連

携
した

輸
出
入
体
制
の
強
化
、食

関
連
産
業
の
高
付
加
価
値

化
等
を実

現
す
る
た
め
の
国
際
物
流
拠
点
とし
て
、次

世
代
型
冷
蔵
倉
庫
を建

設
。

背
景

事
業
手
法
とし
て
、新

規
事
業
の
共
同
事
業
とし
て
の
推
進
とリ
ス
ク分

担
を図

る
観

点
か
ら「
SP
C（

特
別
目
的
会
社
）
方
式
」を
採
用
し、
北
海
道
クー

ル
ロジ

ス
テ
ィ

クス
プレ

イス
㈱
が
施
設
を建

設
・保

有
、苫

小
牧
埠
頭
㈱
が
運
営
。

本
施
設
の
事
業
化
に
関
して

は
、高

度
な
物
流
機
能
と食

品
加
工
機
能
を備

え
た

食
産
業
基
地
モデ

ル
を検

討
す
る
、民

間
主
導
の
「北

海
道
フー

ドロ
ジ
ス
テ
ィク
ス
・

イノ
ベ
ー
シ
ョン
推
進
協
議
会
」（

座
長
：
石
井
吉
春
北
大
客
員
教
授
）
を
設
立
。

道
産
食
品
を品

質
や
市
場
環
境
を踏

まえ
た
最
適
な
タイ
ミン
グ
で
出
荷
で
きる

ほ
か
、季

節
繁
閑
や
片
荷
を抱

え
る
物
流
を平

準
化
す
る
こと
に
より
、ド
ライ
バ
ー
な
ど

の
労
働
力
不
足
へ
対
応
。

道
内
産
地
と加

工
メー

カー
の
マッ
チ
ン
グ
等
を
通
じた

高
付
加
価
値
サ
ー
ビス

の
提

供
、食

品
加
工
産
業
の
育
成
・誘

致
、新

た
な
食
ビジ

ネ
ス
の
創
出
を支

援
。

新
千
歳
空
港
に
も
近
く、
空
港
と港

湾
の
ダブ

ル
ポ
ー
トに

より
、効

率
的
な
輸
出
入

体
制
の
構
築
に
寄
与
。

食
品
の
分
散
保
管
や
津
波
避
難
場
所
とし
て
の
機
能
を担

うな
ど、
災
害
対
応
機

能
を強

化
。

苫
小
牧
港
長
期
構
想
で
は
、苫

小
牧
港
の
将
来
の
役
割
と目

指
す
姿
とし
て
「北

海
道

フー
ドポ

ー
ト」
を提

示
。

北
海
道
の
「食

」を
世
界
に
届
け
る
ゲ
ー
トウ

ェイ
とし
て
、大

型
冷
凍
冷
蔵
庫
を
核
とし
た
フー

ドコ
ンプ

レッ
クス

を形
成
。

北
海
道
の
独
自
性
あ
る
「物

流
主
導
の
地
域
創
生
」と
世
界
へ
向
け
た
成
長
戦
略
実
現
の

た
め
、新

た
な
成
長
ハ
ブづ

くり
が
課
題
。

今
後
の
展
開
、課

題

＜
施
設
概
要
＞

20
18
年

8月
着
工
、
20

20
年
春
操
業
予
定

建
設
地
：
苫
小
牧
市

延
床
面
積
：
14

,1
78
㎡

構
造
：
RC
造
、
地
上

4階
建

収
容
能
力
：
20

,2
00

t
BC

P対
策
：
耐
震

Ⅱ
類
、
津
波
避
難
場
所
機
能
、

免
震
装
置
、
非
常
用
発
電
機
等

総
事
業
費
：
70
億
円

取
組

効
果

北
海
道
財
務
局
調
査
に
よ
る
「
課
題
解
決
に
資
す
る
特
徴
的
な
設
備
投
資
」
に
つ
い
て
～
紹
介
事
例
②
～

「
食
と
物
流
」が

一
体
化
し
た
食
産
業
基
地
の
形
成

建
設
予
定
地

加
工
流

通
・

仕
分

け
、
長

期
保

管
、

混
載
共

同
化

、
輸

出
入
効

率
化

、
空

港
と

の
連

携
、

災
害
対

応
等

＜
中

核
施
設
＞

冷
凍

冷
蔵
倉
庫

食 品 加 工 産 業 の 育 成 と

基 幹 的 な 移 輸 出 品 の 創 出

農
畜
水

産
品

加
工

場
植

物
工

場

（
出
典
）
苫
東
フ
ァ
ー
ム

(株
)パ
ン
フ
レ
ッ
ト

例
）

苫
東

地
区
で

操
業

す
る

植
物
工

場
例

）
苫
東

地
区
で

操
業

す
る

植
物
工

場

道
産

食
材

（
北

海
道

ブ
ラ

ン
ド

）

西
港

：
複
合

一
貫
輸

送
拠
点

に
よ

る
混
雑

緩
和
や

荷
役
効
率

化

東
港

：
国
際

物
流
機

能
の
強

化
や

ﾌｰ
ﾄ
ﾞｺ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾚ
ｯｸ
ｽの

形
成

（
出
所
）
苫
小
牧
埠
頭
株
式
会
社
資
料
「
食
の
国
際
物
流
拠
点
の
形
成
に
向
け
て
」

苫
小
牧
港
の
東
西
両
港
の
機
能
分
担

新
千
歳
空
港
と
の
ﾀ
ﾞﾌ
ﾞﾙ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ連

携

苫
小

牧
国

際
コ
ン

テ
ナ

タ
ー

ミ
ナ
ル

苫
小
牧
港

新
千
歳
空
港

温 度 管 理 型 冷 凍 冷 蔵 庫

建 設 予 定 地
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